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左側第二小臼歯部(以下， Impl) ，第一大臼歯部(以下， Imp2) ，第二大臼歯部(以下， Imp3) にイ
ンプラントが埋入され，対合歯は天然歯列である有歯顎者 1 名とした。本研究では， Impl , 2, 3 の 3
本すべてを支台とする場合(以下， TriSS) , Impl と Imp3 を支台とする場合(以下， ConB), Impl と
Imp2 支台の遠心カンチレバー Br とした場合(以下， DCB) , Imp2 と Imp3 支台の近心カンチレバー Br





全ての実験条件において， MVC 時の歯列上映合力の大きさに有意差は認められなかった。 TriSS と
-35-
ConBでは各インプラントに加わる荷重は両タスクにおいでほぼ均等に分散した。 MVC 時と比較して
WAX では荷重方向は複雑に変化し，上方方向の荷重も認められた。また， DCB と MCB のカンチレバー
ブリッジの場合，カンチレバー部に隣接する支台インプラント Imp2 に加わる荷重量が顕著に大きく





















下， Impl) ，第一大臼歯部(以下， Imp2) ，第二大臼歯部(以下， Imp3) にインプラントが埋入された
女性 1 名である。実験条件として， Impl , 2, 3 の 3 本すべてを支台とする場合(以下， TriSS) , Impl 
と Imp3 を支台とする場合(以下， ConB) , Impl と Imp2 支台の遠心カンチレバー Br とした場合(以下，
DCB) , Imp2 と Imp3 支台の近心カンチレバー Br とした場合(以下， MCB) の 4 条件を設定し，タス
クは随意的最大岐みしめ時(以下， MVC) および、パラフィンワックス片岐みしめ時(以下， WAX) を
用いている。結果として， MVC 時の歯列上映合力値は全ての実験条件において有意差がなかったが，
TriSS と ConBでは各インプラントに加わる荷重が両タスクにおいでほぼ均等に分散していたのに対し，
DCB と MCB のカンチレバーブリッジの場合， MVC 時と比較して WAX では荷重方向は複雑に変化し，
上方方向の荷重が示され，またカンチレバー部に隣接する支台インプラント Imp2 に加わる荷重量が顕
著に大きくなる傾向など，岐合力発現に関する新たな知見を得ている。
これらの知見は，固定性補綴装置の支台インプラント本数・位置を変化させ，インプラントに加わ
る生体内荷重を比較検討した世界初の所見であり，固定性インプラント補綴治療における埋入位置の
決定や上部構造の設計 特にカンチレバーブリッジの設計に関する生体力学的なエビデンスの構築に
資するものである。よって本論文は，インプラント補綴歯科臨床の発展に大きな貢献をするものであり，
博士(歯学)の学位に相応しい論文と判断する。
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